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 ジャン・ドルメソンが並べたてたアポリネールの特質の一つに、当然なが
ら、「幻視者」（		）がある（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 ）。「私」をアポリネールの分身だと見なすことを許す、また一
つの要素であろう。
－86－
 この作品の分類を考えるとき、ショートショートとするのがよいか、掌編
小説と呼ぶべきか。高井信によれば、ショートショートは字詰原稿用
紙「約二十枚以下のアイデア・ストーリー」であり、掌編小説は「ショー
トショートではない約二十枚以下の小説」となる（『ショートショートの
世界』、集英社新書、、	
）。この作品が小説であることは自明であ
り、本体のない影のみの存在という、とびきりのアイデアもある。しかし、
その文学性、構成のあり方から、掌編小説とみなすのが妥当であろう。
ショートショートには、やはり、オチの驚きが欠かせないように思われる。
